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人口・面積( 54. 6. 1)
世 帯　　　　　205, 878

人 口　　　　　619, 405
男　　　　　　313, 488
女　　　　　　305, 917

面積　　　　　53. 25k㎡
人口密度　　　11, 632人/ k㎡

もうすぐ夏休み
暑さに負けず健康 に

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
で
は
、
オ

ー
プ
ン
し
て
初
め
て
の
夏
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の

施
設
の
一
休
み
期
間
中
の
利
用
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
ま
し

た

。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
わ
ん
ぱ
く
コ
ー
ス
開
催

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

夏
休
み
期
間
中
に
子
供
た
ち
の
基
礎

体
力
を
つ
け
る
目
的
で
、特
別
コ
ー

ス
「夏
休
み
わ
ん
ぱ
く
コ
ー
ス
」
を

次
の
と
お
り
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
健
康
な

汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
親
と
子
の
コ
ー
ス

日
時
・
対
象
　
①
五
歳
児
と
そ
の
親

・・・
七
月
二
十
四
日
(
火
)
　

②
六

歳
児
と
そ
の
親
・
七

月
二
十
五
日
(

水
)
　

③
七
～
(
歳
児
と
そ
の

親
…
七
月
二
十
六
日
采
)
　

④
九

～
十
歳
児
と
そ
の
親
=・
七
月
二
十

七
日
(
金
)
　
時
間
は
①
～
④
と
も

に
午
前
十
時
三
十
分
～
正
午
、
十

分
前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員
　
各
二
十
五
組

内
容
　
準
備
体
操
、軽
体
操
、ゲ
ー

ム
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ほ
か

使
用
施
設
　
柔
道
場
、
ア
ス
レ
チ
y

ク
ル
ー
ム

費
用
　

施
設
使
用
料
二
百
円

※
親
子
と
も
に
運
動
の
で
き
る
し
た

く
を
し
て
来
て
く
だ
さ
い
。

■
小
・
中
学
生
の
コ
ー
ス

日
時
　

七
月
二
十
四
日
(
火
)
・
二

土
(
日
(
木
)
・
二
十
七
旦

合

、(

月
二
日
(
木
)
・
三
日
(
金
)
の

五
日
閧
　
午
前
九
時
～
正
午
(
七

月
二
十
七
日
は
、
午
後
一
時
～
四

時
)

、
各
回
と
も
に
十
五
分
前
に

集
合
し
て
く
だ
さ
い

。

定
員
　
各
回
百
六
十
名
(
卓
球
百
名
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
六
十
名
)

内
容
　
準
備
体
操
、
軽
体
操
、
な
わ

と
び
、
ゲ
ー
ム
、
卓
球
ま
た
は
バ

ド
ミ
ン
ト
ン

、ア
ス
レ
チ
y
ク
(
小

学
生
の
み
)

使
用
施
設
　
大
体
育
室

費
用
　
施
設
使
用
料
各
回
百
円

用
意
す
る
も
の
　
卓
球
ま
た
は

、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
ラ
ケ
″
卜
(
運
動

の
で
き
る
し
た
く
を
し
て
米
て
く

だ
さ
い
)

申
込
方
法
　

親
と
子
の
コ
ー
ス
示

・

中
学
生
の
コ
ー
ス
と
も
に
、
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
受
付
け

、(
定

具
に
な
り
次
第
締
切
)
、
参
加
整

理
券
お
よ
び
施
設
利
用
案
内
を
差

し
あ
げ
ま
す
。
な
お
小
・
中
学
生

コ
ー
ス
は
、一
名
に
つ
き
二
回
ま

で
と
し
ま
す
。

※
申
込
み
の
際
、
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
用
具
を
持
参
す
る
と
個
人
利

用
が
で
き
ま
す
(
子
供
百
円
)

問
合
せ
先
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
(
　
(
五
九
-
(
一
二
こ

個
人
利
用
を

拡

大

総
合
体
育
館

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
〝区

民
に
開
か
れ
た
〟ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
個
人
利
用

者
の
要
望
に
こ
た
え
る
た
め
、
七
月

五
日
か
ら
総
合
体
育
館
の
利
用
区
分

を
左
(
表
1
)
の
と
お
り
変
更
し
ま

し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
今
後
、
区
民
の
皆

さ
ん
は
、個
人
で
も
卓
球
・
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
に
つ
い
て
は
、午
前
・
午
後

・
夜
間
を
問
わ
ず
毎
日
(
た
だ
し
日

曜
日
の
夜
間
は
団
体
利
用
の
み
)
、バ

ス
ケ
y
ト
ボ
ー
ル
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

に
つ
い
て
は
毎
月
第
一
・
三
・
五
日

曜
日
の
午
前
・
午
後
と
、
毎
週
水
曜

日
の
午
後
・
夜
間
は
、
自
由
に
利
用

で
き
ま
す
。

そ
の
他
、
剣
道
、
な
ぎ
な
た
、
空

手
、
少
林
寺
拳
法
、
柔
道
、
合
気
道
、

和
弓
、
洋
弓
な
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
個

人
利
用
の
日
を
設
け
公
開
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
団
体
利
用
の
時
間
帯

で
あ
っ
て
も
、
前
日
ま
で
に
申
込
み

か
な
い
場
合
は
、
個
人
で
利
用
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

団
体
利
用
も
、
四
月
オ
ー
プ
ン
以

来
、
多
く
の
利
用
申
込
み
が
あ
り
ま

す
が
、
平
日
は
ま
だ
い
く
ぶ
ん
空
い

て
い
ま
す
。利
用
す
る
方
は
、直
接
ま

た
は
電
話
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は

、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
(
　
(

五
九
-
八
一
二

乙

へ

。

( 表1) 　 総合体育館の利用区分

■ 団体利用

□ 個人利用
大体育室は毎月第1・3・5日曜日が個人利用

毎月第2 ・4 日曜日が川体利用

竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル

夏
休
み
は
二
階
を
待
合
所
に

竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
で
は
、
夏
休

み
期
間
中
、
卓
球
コ
ー
ナ
ー
と
体
育

室
を
閉
鎖
し
ま
す
。

温
水
プ
ー
ル
は
、
昨
年
十
月
開
館

以
来
、
初
め
て
の
夏
を
む
か
え
ま
す

が
、
利
用
者
が
多
数
の
場
合
、
待
合

所
が
一
階
ロ
ー
ビ
だ
け
で
は
足
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
定
員
の
三
百
五
十
名

以
上
の
方
を
入
場
さ
せ
る
こ
と
は
、

プ
ー
ル
の
安
全
監
視
上
や
更
衣
室
の

ロ
ヴ
カ
ー
数
か
ら
も
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
二
階
の
体
育
室
と
卓
球

コ
ー
ナ
ー
の
使
用
を
中
止
し
、
こ
こ

を
プ
ー
ル
利
用
者
の
待
合
所
と
し
ま

す
。
プ
ー
ル
を
利
用
す
る
場
合
、
玄

関
を
入
っ
た
と
こ
ろ
で
受
付
け
を
し

て
、二
階
の
待
合
所
で
時
間
ま
で
お

待
ち
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、利
用
時

間
の
少
し
前
よ
り
券
売
機
で
入
場
券

を
購
入
し
て
、
プー
ル
に
入
っ
て
も

ら
い
ま
す
。

こ
の
方
法
は
、
夏
休
み
期
間
中
だ

け
の
予
定
で
す
が
、
利
用
者
が
多
数

予
想
さ
れ
る
日
に
は
、
こ
の
よ
う
に

行
な
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
覡

七
月
～
九
月
の
利
用
区
分

は
左
上
(
表
2
)
の
と
お
り
で
す
。

お
願
い
　
▼
利
用
料
金
は
、
大
人
二

百
円
、
子
供
百
円
で
す
(
そ
の
他

口
'
カ
ー
便
用
に
百
円
か
か
り
ま

す
が
、使
用
後
は
返
却
さ
れ
ま
す
)
=

・
百
円
玉
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
　

▼
三
歳
の
幼
児
～
小
学
校
三
年
生

の
児
童
は
、
保
護
者
同
伴
で
プ
ー

ル
ヘ
入
場
し
て
く
だ
さ
い
　
▼
中

学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者
同
伴

で
も
、夜
間
の
使
用
は
禁
止
で
す

く
わ
し
く
は
、竹
の
塚
温
水
プ
ー

ル
(
　
(
五
〇
1
二
三
三
)
へ
。

( 表2) 　温水プール7月～9月の利用区分

口個人利用時間　　□ 団体貸切時間

すずかけ
梅
雨
の
さ
中

の
数
時
間
か
ら

一
、
二
日
、
晴

れ
間
に
出
る
太

陽
は
も
う
盛
夏

の
も
の
、
ち
ょ

っ
と
体
を
動
か

し
た
だ
け
で
汗
が
出
て
く
る
高
温

多
湿
の
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

近
年
、
わ
が
国
の
み
な
ら
ず
、

世
界
的
に
も
賢
源
と
環
境
の
有
限

性
に
対
す
る
関
心
が
一
層
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、政
府
も
石
油

消
費
の
五
%
節
約
を
徹
底
す
る
た

め
、
冷
房
時
間
の
短
縮
、
ノ
ー
ネ

ク
タ
イ
運
動
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
の
日
曜
休
業
等
を
呼
び
か
け
た

り
し
て
い
ま
す
。

石
油
、
電
気
、
ガ
ス
ー
こ
れ
ら

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
し
に
は
、
わ
た

く
し
た
ち
の
暮
し
は
一
日
た
り
と

も
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

賚
源
の
乏
し
い
わ
が
国
と
し
て

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
段

階
で
無
駄
を
省
き
、
可
能
な
限
り

効
率
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

日
常
生
酒
で
も
節
約
で
き
る
も

の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

区
役
所
の
庁
舎
内
で
も
、昼
休

み
の
消
灯
、冷
房
時
間
の
短
縮
な

ど
さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、

節
約
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

足
立
区
長
　
長
谷
川
久
勇

1979
国際児童年

家
庭
の
日
パ
レ
ー
ド

子
供
と
い
っ
し
ょ
に
ご
参
加
を

区
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を

願
っ
て
、毎
月
第
三
日
曜
日
を
「
家

庭
の
日
」と
定
め
、
親
子
の
対
話
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年

の
健
全
育
成
は
、
地
域
全
体
の
問
題

と
し
て
考
え
、
理
解
を
深
め
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、毎
月
二
十
日
を

「
青
少
年
健
全
育
成
の
日
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
は
、
国
際

連
合
が
、「
国
際
児
重
年
」と
定
め
、

次
代
を
に
な
う
青
少
年
の
た
め
に
よ

り
よ
い
環
境
づ
く
り
、
ま
た
、
児
童

の
権
利
を
見
直
す
運
動
が
世
界
的
な

規
模
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
青
少
年
の
健
全
育
成
に

対
す
る
認
識
を
よ
り
一
層
深
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
家
庭
の
日
設
置

を
記
念
し
て

、
次
の
と
お
り
パ
レ
ー

ド
を
行
な
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
　
七
月
二
十
一
日
(
土
)
午
前

九
時
三
十
分

コ
ー
ス
　
西
新
井
第
二
小
～
五
中

問
合
せ
先
　
青
少
年
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

少

年

相

談

も
し
も
、
信
じ
て
い
る
あ
な
た

の
お
子
さ
ん
が
、
突
然
家
出
を
し

た
り
、不
良
の
仲
閧
に
お
ど
か
さ

れ
た
り
し
た
と
き
、
あ
な
た
な
ら

ど
う
い
う
態
度
を
と
り
ま
す
か
。

子
供
の
こ
と
で
、困
っ
た
と
き

は
、
お
気
軽
に
少
年
相
談
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
週
火
曜
日
、
午
前
九
時

～
午
後
四
時

場
所
　
区
社
会
教
育
館
(
竹
の
塚

ニ
ー
ニ
五
-
一
七
　
東
武
線
竹

の
塚
駅
東
口
下
車
徒
歩
五
分
)

※
今
年
度
か
ら
場
所
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先
　
青
少
年
係

◎
な
お
、電
話
に
よ
る
相
談
は
、

浅
草
少
年
セ
ン
タ
ー
(
　
(
四
四
-

○
○
四
六
)
へ
ど
う
ぞ
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

障
害
児
就
学
相
談

来
年
四
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
予
定
の
お
子
さ
ん
で
、心
身
に

な
ん
ら
か
の
障
害
の
あ
る
方
に
つ

い
て
の
就
学
相
談
を
次
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
。

こ
の
就
学
相
談
は
、
お
子
さ
ん

の
個
性
に
あ
っ
た
教
育
を
行
な
う

た
め
の
も
の
で
す
。
お
早
め
に
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象

▽
来
年
四
月
に
小
学
校
入
学
の
予

定
者
で
、
心
身
に
な
ん
ら
か
の

障
害
の
あ
る
区
内
在
住
の
児
童

▽
現
在
、
小
学
校
六
年
生
で
、
来

年
四
月
に
都
立
盲
・
ろ
う
・
養

謾
学
校
(
中
等
部
)
へ
進
学
を

希
望
す
る
児
童

▽
現
在
、か
・
中
学
校
に
在
学
中

で
、心
身
障
害
の
状
態
の
変
化

等
に
よ
り

、
都
立
盲
・
ろ
う
・

養
護
学
校
ま
た
は
区
立
心
身
障

害
学
級
へ
転
学
を
希
望
す
る
児

童
・
生
徒

申
込
受
付
期
間
　

七
月
十
日
(
火
)

～
(
月
二
十
五
日
(
占

申
込
方
法
　
電
話
で
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
く
わ
し
い
案
内
書
を

お
送
り
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
教
育
相
談
室
(

竹
の
塚
一
〒

二
五
一

ニ

ー
　

教
育
セ
ン
タ
ー
内
　
　

八
五
九
-

九
五
三
一
)

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

交
通
安
全
区
民
大
会

昨
年
中
、
都
内
で
発
生
し
た
交

通
事
故
の
死
亡
者
数
は
二
百
九
卜

四
人
で
、
そ
の
う
ち
足
立
区
は
三

十
一
人
、
全
死
亡
者
の
一
〇
・
五

%
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
昨
年
は
残
念
な

が
ら
、
足
立
区
は
都
内
で
最
も
死

亡
事
故
の
多
い
区
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

こ
の
不
名
誉
を
返
上
す
る
た

め
、
足
立
区
お
よ
び
区
内
三
警
察

署
主
催
に
よ
り
「
足
立
区
交
通
安

全
区
民
大
会
」
を
開
催
し
、
区
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
交
通
安
全

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

な
お
、こ
の
大
会
の
ア
ト
ラ
ク

シ
'
ン
と
し
て
、
青
空
千
夜
・
一

夜
等
の
出
演
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。区

民
の
皆
さ
ん
、
こ
の
大
会
を

機
会
に
、
も
う
一
度
交
通
安
全
に

つ
い
て
考
え
な
お
し
て
み
ま
し
″

う
。

日
時
　
七
月
十
三
日
(
金
)
午
後

二
時

堤
所
　
区
文
化
会
館
(
中
央
本
町
一
―

一
七
1
一
)

問
合
せ
先
　
交
通
安
全
係
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もよおしもの
あ んない

区
で
は
、
「
区
の
お
知
ら
せ
」
を
通
じ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
も
よ
お
し
も
の
を
随
時
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
あ

な
た
も
お
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

プラ
ネタリウムで

星
を
見
よ
う

□
七
夕
の
鑑
賞
を

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
週
木
・

土
曜
日
に
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
一

般
投
映
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

七
月
七
日
(
土
)
に
は
、
七
夕
に

ま
つ
わ
る
織
姫
星
と
彦
星
を
は
じ

め
、夏
の
星
空
の
鑑
貰
会
を
行
な
い

ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

投
映
日
時
　
毎
週
木
曜
日
=・午
後
六

時
三
十
分
、
毎
週
土
曜
日
…
午
後

二
時
、
三
時
三
十
分
、
六
時
三
十

分
投
映
時
間
　
約
四
十
分

定
員
　
各
回
先
着
二
百
三
十
名

入
場
料
　
士
(
歳
以
上
・
人
十
円
、

士
(
歳
未
満・
=無
料

□
団
体
鑑
賞
を

投
映
日
時
　
(
月
十
四
日
～
二
十
(

日
の
毎
週
火
・
金
曜
日
、
午
後
一

時
三
十
分
、
三
時

投
映
時
間
　
約
四
十
分

対
象
　
区
内
の
子
供
会
、
自
治
会
、P
T
A

等
(
た
だ
し
、
三
十
名
以

上
の
団
体
)

入
場
料
　
土
(
歳
以
上・人

十
円
、

十
六
歳
未
満・・・無
料

申
込
受
付
　
七
月
六
日
～
八
月
十
日

申
込
方
法
　
一

話
で
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
、
教

育
セ
ン
タ
ー
(
啻
(
五
〇
-
(
(

〇
一
)

これはオリオン座だな

み
ん
な
で
参
加
し

よ
う

少
年
魚
つ
り
大
会

日
時
　
七
月
二
十
二
日
(
日
)
午
前

七
時
～
正
午
(
雨
天
決
行
)

場
所
　
葛
酉
用
水
ち
ぴ
っ
子
釣
場
(

六
ツ
木
四
上
二
)
・・・
(
亀
有
駅

前
か
ら
六
ツ
木
団
地
行
バ
ス
終
点

下
車
五
分
)

参
加
資
格
　
区
内
在
住
の
小
学
三
年

生
～
中
学
三
年
生

定
員
　
三
百
名
(
先
肴
順
)

参
加
費
　
無
料

申
込
方
法
　
往
復
(

ガ
キ
に
、
住

所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
を
記

入
し
、
体
育
課
(
〒
1
2
0千
住
一
-

五
〇
)
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

持
参
用
具
　
つ
り
竿
、
つ
り
具
、
エ

サ
等
は
各
自
持
参
の
こ
と

賞
　
小
・
中
学
生
と
も
、一
位
～
五

位
に
賞
状
、ト
ロ
フ
ィ
ー
を
用

意
。ま
た
、参
加
者
全
員
に
記
念

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

主
催
　
足
立
区
、
区
教
育
委
員
会
、

区
釣
魚
連
合
会

問
合
せ
先
　
体
育
課

花
畑
セ
ン
タ
ー

□
冷
凍
食
品
に
つ
い
て
(
お
話
と
実
習

)

日
時
　
七
月
十
日
(
火
)
午
後
一
時

定
員
　
先
着
三
十
名
(
費
用
無
料
)

□
コ
ン
ペ
ッ
ク
料
理

日
時
　
七
月
十
七
日
(
火
)
午
後
一

時
定
員
　
先
着
二
十
四
名
(
費
用
無

料
)

申
込
方
法
　
い
ず
れ
も
、一
話
で
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ず
れ

も
、
花
畑
セ
ン
タ
ー
　
　
(
五
〇
-

二
六
一
七

お気
軽にどう
ぞ

経
済
講
演
会

日
時
　
七
月
十
二
日
(
木
)
午
後
二

時
～
四
時

堤
所
　
産
業
振
興
館
(
区
役
所
隣
)

演
題
　
「
昭
和
五
十
四
年
下
期
の
経

済
見
通
し

」　
(石
油
危
機
と
日
本

経
済
の
体
質
)

講
師
　
経
済
評
論
家
　
土
屋
膺
氏

問
合
せ
先
　

商
工
係

、
東
京
商
工
会

議
所
足
立
支
部
　
　
(
(

一
-
九

二
〇
〇

東
部
セ
ン
タ
ー

□
つ
ま
み
画
教
室

日
時
　
七
月
十
一
日
(
水
)
午
後
一

時
定
員
　
二
十
名

教
材
費
　
初
級
向
・・・
二
千
円

、
中
級

向
・
:千
(
百
円
以
上

□
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

日
時
　
七
月
十
七
日
(
火
)
午
前
九

時
三
十
分

内
容
　
カ
ミ
ナ
リ
の
子
供

定
員
　
二
十
名

教
材
費
　
千
円

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ず
れ

も
、
東
部
セ
ン
タ
ー
　
　
六
〇
五

一
七
一
〇
一

水
上
安
全
法

救
助
員
講
習
会

水
泳
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
水
泳
指

導
に
あ
た
る
方
、
学
校
教
職
員
等
を

対
象
に
水
の
事
故
に
対
す
る
知
識
と

技
術
を
習
得
さ
せ
、
正
し
い
水
泳
の

普
及
と
水
の
犠
牲
者
を
な
く
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
次
の
と
お
り
講
習

会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
七
月
十
(
日
～
二
十
七
日
(

た
だ
し
、
二
十
二
日
は
除
く
)

午
後
六
時
～
九
時

場
所
　
区
体
育
館
プ
ー
ル
(
中
央
本

町
一
-
一
七
一
二
)
他

対
象
　
濟
十
(
歳
以
上
の
区
内
在
住

ま
た
は
在
勤
者
で
、
三
百
㍍
以
上

泳
ぱ
る
方

定
員
　
百
名
(
先
着
順
)

内
容
　
講
義
二
日
、
実
技
六
日
、
試

験
一
日
(
試
験
に
合
格
す
る
と
日

赤
救
助
員
の
資
格
を
取
得
で
き
ま

す
)

講
師
　
日
赤
水
上
安
全
法
指
導
員

費
用
　
受
躊
料
無
料
、教
材
費
は
実

費
負
担

申
込
方
法
　

往
復
(

ガ
キ
に
、
住
所

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

、

職
業
お
よ
び
水
上
安
全
法
希
望
と

記
入
の
う
え
、
体
育
課
(
〒
1
2
0千

住
一
-
五
〇
)
へ

。

申
込
・
問
合
せ
先
　

体
育
躙

《
ご
注
意
》
参
加
者
は
、医
師
の
健

康
診
断
書
【

】か
月
以
内
の
も
の
で

水
泳
が
可
能
と
判
明
で
き
る
も
の
)

を
初
日
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
声
を
区
政
に

区
長
移
動
応
接
室
九
月
に
実
施

区
で
は
、
施
策
の
目
楝
を
「
明
る

く
住
み
よ
い
足
立
」
の
実
現
に
お
い

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
直
接
関
係

の
深
い
仕
事
を
し
て
い
る
の
が
区
役

所
で
す
か
ら
、区
の
仕
事
が
ど
の
よ

う
に
行
な
わ
れ
る
か
は
、す
ぐ
皆
さ

ん
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
す
。

区
で
は
、
皆
さ
ん
の
「
生
の
声
」

を
お
聞
き
し
、
心
の
通
っ
た
区
政
を

実
現
す
る
た
め
に
、
区
長
移
助
応
接

室
、
モ
ニ
タ
ー
制
度

、
世
論
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
も

「
区
長
移
動
応
接
室
」
は

、
区
長
か

皆
さ
ん
と
ヒ
ザ
を
交
え
て
話
し
合
う

こ
と
に
よ
り
、
区
民
本
位
の
区
政
の

実
現
と
区
政
に
対
す
る
理
解
を
、
よ

り
一
層
深
め
る
こ
と
を
め
ぎ
し
、
開

設
し
て
い
ま
す
。

会
場
は
、
地
域
の
片
寄
り
を
防
ぐ

た
め
、
一
昨
年
か
ら
区
内
二
十
三
の

出
張
所
と
一
分
室
を
三
等
分
し
、
毎

年
(

か
所
づ
つ
三
年
で
全
都
の
出
張

所
管
内
で

開
催
で
き
る
よ
う
計
画

し

、本
年
は
そ
の
最
終
年
度
と
し
て

、

次
の
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
、
昨
年
と
同
様
「
環
境

と
防
災
」
で
、
九
月
三
日
か
ら
九
月

丿
四
日
ま
で
を
予
定
し
、
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

〝
明
る
く
住
み
よ
い
、
人
間
の
ま

ち
足
立
"
の
実
現
の
た
め
、
た
く
さ

ん
の
方
か
ら
、
良
い
ご
意
見
が
い
た

だ
け
る
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
程
(
九
月
三
日～
十
四
日
)

三
日…
第
三
出
張
所
管
内

四
日
…
第
七
出
張
所
管
内

六
日…
第
十
一
出
張
所
管
内

七
日
…
第
ト
ニ
出
張
所
管
内

十
日…
第
十
七
出
管
所
張
内

十
一
日…
第
十
七
出
張
所
分
室
管

内
十
三
日…
花
畑
出
張
所
管
内

十
四
日
…
東
綾
瀬
出
張
所
管
内

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
七
時
～

九
時
ま
で
で
す

。

◎
な
お
、開
催
場
所
に
つ
い
て
は
、

追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　

広
報
課

世
論
調
査
に
ご
協
力
を

区
で
は
、
皆
さ
ん
の
声
を
区

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
毎
年

世
諭
調
査
を
行
な
っ
て

い
ま

す
。本

年
は
、七
月
十
日
ま
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。調
査
は
、社
団
法
人
新
情
報

セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
お
り
一

対
象
に
な
っ
て
い
る
方
の
お
宅

へ
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の

で

、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

私
た
ち
の
周
囲
に
こ
ん
な
差
別

は
な
い
で
し
ょ
う
か

《
今
も
残
っ
て
い
る
差
別
》

(
3
)
就
職
時
の
差
別
(
そ
の
二
)

人
事
極
秘
「
特
殊
部
落
地
名
総

監
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
全
国

郁
落
リ
ス
ト
」
な
ど
差
別
文
書
が

発
行
さ
れ
、
こ
れ
を
企
業
が
購
入

し
た
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
問

蘓
が
あ
る
で
し
I
つ
か
。

こ
の
租
の
図
番
等
が
広
く
発
行

さ
れ
た
場
合
に
は
、
被
差
別
部
落

出
身
者
の
就
職
の
機
会
均
等
に
重

大
な
影
響
を
及
ぽ
す
ば
か
り
で
な

く
、結
婚
問
題
な
ど
の
種
々
の
差

別
を
ひ
き
お
こ
す
お
そ
れ
が
あ

り
、こ
れ
が
最
も
大
き
な
問
題
で

す
。さ

ら
に
次
の
よ
う
な
問
題
点
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

第
一
に
、こ
う
い
う
図
一
等
を

発
行
し
て
、商
売
に
な
る
社
会
的

状
況
(
背
景
)
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。こ
の
こ
と
は
裏
を
返
せ

ば
、ま
だ
、部
落
差
別
が
こ
の
世

に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て

い
ま
す
。

第
二
に
、
現
実
に
、こ
れ
ら
の

図
書
等
を
購
入
し
た
会
社
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

購
入
者
の
意
図
は
一
様
で
は
な

く
、
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
発
行
者
の
案
内

癬
を
見
て
購
入
し
て
い
る
の
で
す

か
ら
、
採
用
選
考
に
当
っ
て
の
賢

料
や
、
人
事
管
理
な
ど
に
利
用
す

る
も
の
と
み
ら
れ
て
も
や
む
を
得

な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
差
別
図
書

を
購
入
し
た
者
が
企
業
の
一
員
で

あ
り
、
ま
气

そ
の
多
く
が
要
職

に
あ
る
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、単
に
佃
人
の
問
題
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
ま
た
、

企
業
そ
の
も
の
の
体
質
の
申
に
あ

る
、
差
別
意
識
を
問
わ
れ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。
企
業
の
も
つ
社

会

性
・
公
共
性
と
い
う
観
点
か
ら
、

差
別
図
I
を
購
入
し
た
企
業
の
社

会
的
責
任
は
誠
に
重
大
で
す
。

第
三
に
発
行
者
の
責
任
で
す
。

個
人
に
と
っ
て
、就
職
で
き
る
か

否
か
は
生
死
に
も
か
か
わ
る
重
大

な
問
題
で
す
。そ
れ
を
こ
れ
ら
の

差
別
図
書
に
よ
っ
て
、被
差
別
部

落
出
身
者
を
、企
業
か
ら
し
め
出

す
こ
と
を
す
す
め
、そ
れ
で
金
も

う
け
を
し
よ
う
と
し
た
行
為
は
、

人
選
上
許
せ
な
い
も
の
で
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ

。

母
と子で
楽し
く

施
設
見
学
会

今
年
も
、夏
休
み
期
間
中
に
、

母
と
子
が
一
緒
に
参
加
で
き
る
施

股
見
学
会
を
行
な
い
ま
す
。

交
通
公
園
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

な
ど
、
楽
し
い
一
日
を
親
子
で
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
七
月
二
十
六
日
(
木
)
　

当
日
は
、
午
前
九
時
二
十
分
ま

で
に
区
役
所
前
集
合
(
午
後
三

時
三
十
分
頃
竹
の
塚
駅
前
で
解

敵
予
定
)

参
加
資
格
　
区
内
在
住
の
母
と
子
(

小
学
生
)

コ
ー
ス
　
葛
西
用
水
ち
ぴ
っ
子
釣

場
、東
部
セ
ン
タ
ー
、
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
教
育
セ
ン

タ
ー

定
員
　
十
二
粨
(
二
十
四
名
)
　

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん

参
加
費
　
無
料
(
昼
食
は
こ
ち
ら

で
用
意
し
ま
す
)

申
込
方
法
　
電
話
で
、
広
報
課
へ

申
込
期
限
　
七
月
十
日

問
合
せ
先
　
広
報
課

ご
存
知
で
す
か

口

座

振

替

住
民
税
、国
民
健
康
保
険
料
、国

民
年
金
保
険
料
は
、
電
気
・
ガ
ス
料

金
等
の
自
動
払
い
同
様
、
金
融
機
関

か
ら
自
動
的
に
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
方
法
　
金
融
機
関
に
国
民
健
康

保
険
証
、
国
民
年
金
手
帳
、
預
金

通
帳
に
使
用
の
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。(
住
民
税
の
場
合
は
申

込
一
の
み
)
ま
た
、
申
込
用
紙
は

金
融
機
関

、
区
役
所

、第
二
庁
舎
、

出
張
所
に
あ
り
ま
す

。

取
扱
い
金
融
機
関
　
銀
行
、
信
用
金

庫
、
供
用
組
合

、
農
協
(
郵
便
局

で
は
取
扱
い
ま
せ
ん
)

納
期
(
振
替
日
)
　
左
表
の
と
お
り

く
わ
し
く
は
、課
税
課
、
国
民
健

康
保
険
課
、国
民
年
金
課
へ
。

納 期　( 振替日)

掲
示
板

身
体
陣
害
者
の
方
へ

自
動
車
運
転
教
習

費
用
の
一
部
を
補
助

区
で
は
、身
体
に
障
害
の
あ
る

方
が
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
、

ま
た
は
排
気
量
の
限
定
解
除
を
受

け
る
際
に
、
教
習
費
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。該
当
す
る
方
は

、

教
習
所
に
入
所
す
る
と
同
時
に
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
次
の
条
件
に
す
べ
て
該
当

す
る
方
　
▼
過
哇
試
験
に
合
格

し
、
教
習
所
に
入
所
を
承
認
さ

れ
た
方
　
▼
身
体
障
害
者
手
帳

三
級
以
上
、
ま
た
は
内
部
障
害

四
級
以
上
・
下
肢
体
幹
機
能
障

害
五
級
以
上
で
、
か
つ
歩
行
困

難
な
方
　
▼
前
年
の
所
得
税
額

が
四
十
万
円
以
下
の
万
　
▼
三

か
月
以
上
区
内
に
在
住
の
万

申
請
に
必
要
な
も
の
　
住
民
票
、

身
体
障
害
者
手
帳
、所
得
の
証

明
書
、
教
習
所
の
入
所
承
認
咨
(

証
明
番
)
、印
か
ん

申
請
・
問
合
せ
先
　
援
護
係

米
飯
提
供
業
者

登
録
の
お
知
ら
せ

飲
食
設
備
を
設
け
、
米
飯
を
提

供
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、食
管

法
に
よ
り
知
事
の
登
録
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
登
録
の
済
ん
で
い
な
い
万

は
必
ず
米
飯
提
供
業
者
の
登
録
を

し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
申
請
に
必
要
な
も
の
　
食
品

衛
生
法
に
よ
る
営
業
杵
可
書
、

印
か
ん
、
登
録
手
数
料
(
千
五

百
円
)

申
請
場
所
・
問
合
せ
先
　
消
費
生

活
係青

年
サ
ー
ク
ル
へ

講
師
を
派
遣

区
で
は
、青
年
サ
ー
ク
ル
な
ど

の
充
実
を
は
か
る
た
め
、青
年
サ

ー
ク
ル
が
行
な
う
自
主
的
な
学
習

会
、講
習
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま

す
。

対
象
　
区
内
の
青
年
サ
ー
ク
ル

助
成
内
容
　
一
団
体
に
つ
き
講
師

一
名
(
(
千
円
以
内
)

申
込
方
法
　
申
込
一
(
青
少
年
係

に
あ
り
ま
す
)
に
記
入
し
、直

接
、
青
少
年
係
へ
。
書
類
審
査

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
青
少
年
係

申
告
所
得
税
第
一
期
分

は
、七
月
三
十
一
日
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

動

物

無

料

健

康

相

談

日
時
・
場
所
　
▼
千
住
保
健
所
管

内
-
七
月
九
日
(
月
)
…
第
十

三
出
張
所
(
江
北
三
一

三
〇
)
、

北
鹿
浜
交
通
公
園
(
鹿
浜
三
-

二
六
)
、
東
和
保
健
相
談
所
【
東

和
四
j

】○
)
　

▼
足
立
保
健

所
管
内
一

七
月
十
口
(
火
)
…

花
畑
セ
ン
タ
ー
(
花
畑
四
-
一

六
)

、
東
栗
原
出
張
所
(
一
ツ

應
一
丁

九
)

、
西
新
井
大
師

七
月
十
一
日
(
水
了

足
立
保
健

所
(
伊
興
町
前
沼
一

二
五
七
)
、

中
央
本
町
保
健
相
談
所
(
中
央

本
町
一
一

五
)

※
時
間
は
、い
ず
れ
も
午
後
一
時

三
十
分
～
三
時
三
十
分
(
雨
天
で

も
行
な
い
ま
す
)

内
容
　
勳
物
の
飼
い
方

、
随
康
相

談
相
談
担
当
　
獣
医
師
会
足
立
支
部

問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
(
　
(

五
五
一

四
一
五
一
)

、
千
住
保

健
所
(
　
(
(
(
-

四
二
七
七
)

◎
な
お
、会
場
で
は
卷
の
定
期
狂

犬
病
予
防
注
射
の
済
ん
で
い
な
い

犬
の
注
射
(
有
料
)
も
杤
な
っ
て

い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
大
会

日
時
　
七
月
二
十
二
日
(
日
)
午

前
六
時
～
七
時
　
(
参
加
自
由
)

場
所
　
千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド

※
雨
天
の
場
合
は
、
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
東
屎
木
閧
二

上

一
七
-
一
)

問
合
せ
先
　
体
育
踝
、
区
ラ
ジ
オ

体
操
会
連
盟
(
大
原
正
雄
　
　
(
(

七
-
〇
三
二
九
)

七
月
は
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
第
二
期
分
の
納

期
で
す
。

お
礼

育
英
資
金
と
し
て

、
次

の
方
か
ら
多
額
の
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。

◎
嶋
本
顕
二
さ
ん
(
千
住
旭
町
二

(
-

匸
一
)
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保 健 所 だ よ り

成
人
病
の
早
期
発
見
の
た
め
に

保

健

指

導

と

栄

養

相

談

脳
卒
中
、
高
血
圧
、
心
臓
病
等

の
循
環
器
の
病
気
に
よ
る
死
亡
は

き
わ
め
て
多
く
、死
因
の
高
順
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
気
の
早
期
発
見
を

目
的
と
し
た
検
査
と
保
健
婦
・
栄

養
士
に
よ
る
保
健
指
導

と
栄
養
相
談
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。年
に
一
度

は
、
ぜ
ひ
こ
の
検
診
を

受
け
ま
し
I
つ
。

(
た
だ
し
、
臂
が
ん

検
珍
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
)

日
時
　
七
月
六
日
以
降

の
毎
週
金一
日
、午

後
一
時
三
十
分

対
象
　
区
内
に
在
住
の

膺
三
十
歳
以
上
の
方

費
用
　
五
千
円
程
度

申
込
方
法
　
一
括
予
約

申
込
・
問
合
せ
　
千
住

保
健
所
業
務
係
　
　
(
八
八
-

四
二
七
七

妊
婦
さ
ん
の
た
め
の

栄
養
講
習
会

日
時
　
七
月
十
日
(
火
)
午
後
一

時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

内
容
　
妊
娠
中
の
食
事
と
調
理
笑

廣
、妊
娠
中
毒
症
、
貧
血
予
防

食
、
授
乳
中
の
栄
養
に
つ
い
て

定
員
　
先
着
三
十
名
(費
用
無
料
)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　
中
央

本
町
保
健
相
談
所
　
(
(

〇
-

一
二
(
五

ご
参
加
く
だ
さ
い

栄
養
教
室

「基
本
調
理
と
う
す
味
に
強
く

な
る
法
」
、
「若
さ
を

保
つ
栄
養
学
」
、I

バ
テ
予
防
の
献
立
」な

ど
を
テ
ー
マ
に
、栄
養

教
室
を
行
な
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
時
　

七
月
十
日
・
十

七
日
・
二
十
四
日
・

三
十
一
日
(
毎
週
火

曜
日
)

、
午
後
一
時

三
十
分
～
四
時
(
四

日
間
)

場
所
　
千
住
保
健
所

対
象
　
区
内
に
在
住
の

方
で
、
四
日
間
受
購

で
き
る
方

定
員
　
先
着
五
十
名

受
講
料
　
無
料

講
師
　
香
川
栄
養
学
園
　
綾
部
け

い
子
氏
他

申
込
方
法
　
電
晒
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所

栄
養
担
当
　
　
(
(
八
-
四
二

七
七

◎
な
お
、受
講
者
は
試
食
用
皿
と

は
し
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

区民カレンダー
( 7月5日～8月4日)

掛
け
ぶ
と
ん
カ
バ
ー
を

七
区
合
同
で
試
買
テ
ス
ト

―
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
報
告
か
ら
―

掛
け
ぷ
と
ん
カ
バ
ー
は

、
「
ふ
と

ん
が
汚
れ
に
く
い
」
、「
す
ぐ
に
洗
え

る
」
な
ど
の
利
点
か
ら

、
利
用
者
も

多
い
よ
う
で
す
が
、
素
材
や
縫
製
な

ど
に
よ
り

、
洗
た
く
後
や
使
用
中
に

「
変
形
す
る
」
、「
メ
ご
て

が
破
れ

る
」
と
い
っ
た
苦
情
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で

、
足
立
区
消
費
者
セ
ン
タ

ー
で
は
、
板
橋

、
大
田
、
杉
並
、
世

田
谷

、
中
野
、
目
黒
の
各
区
消
費
者

セ
ン
タ
ー
と
合
同
で
、
掛
け
ぷ
と
ん

カ
バ
ー
の
試
買
テ
ス
ト
を
行
な
い
ま

し
た
。

調
査
項
目

▼
表
示
(
素
材
、
寸
法

、収
縮
率
、

取
扱
い
絵
表
示
)
▼
実
用
洗
た
く

テ
ス
ト
(
収
縮
性
、
変
形
な
ど
)

▼
品
質
(
製
品
検
査
、
物
性
検
査
)

テ
ス
ト
結
果

表
―
一
、
表
-
Ⅱ
の
と
お
り

以
上
の
こ
と
か
ら
、
購
入
ま
た
は

使
用
す
る
畤
の
留
窓
点
と
し
て

、
次

の
こ
と
が
あ
け
ら
れ
ま
す
。

▽
綿
一
〇
〇
%
の
も
の
は
、
吸
湿
性

や
肌
ざ
わ
り
が
良
い
と
い
う
長
所

が
あ
り
ま
す
が
、
洗
た
く
に
よ
り

五
%
位
縮
み
ま
す
。し
か
し

、綿
三

五
%

、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
六
五
%
の

混
紡
は
ほ
と
ん
ど
縮
み
ま
せ
ん

。

▽
掛
け
ぶ
と
ん
カ
バ
ー
に
は
、
額
縁

型
と
袋
型
が
あ
り
ま
す
が
、
袋
型

は
便
用
中
に
は
ず
れ
や
す
い
の

で
、
購
入
時
に
こ
の
点
に
つ
い
て

考
慮
が
必
要
で
す
。

▽
袋
型
の
か
が
み
部
分
は
。
メ
ッ
シ

ュ
付
よ
り
コ
ー
ス
付
の
方
が
強
度

が
あ
り
ま
す
。
メ
'
シ
ュ
付
袋
型

は
、
メ
y
シ
ュ
の
弱
い
製
品
が
多

い
の
で
、
表
示
ど
お
り
弱
水
流
で

洗
う
か
、
洗
た
く
ネ
ッ
卜
に
入
れ

て
洗
う
方
が
良
い
で
し
I

つ
。

◎
商
品
に
つ
い
て
の
苦
情
・
相
談
は
、

消
費
者
セ
ン
タ
ー
(
　
(
七
〇
j
一

三
〇
一
)
へ
ど
う
ぞ
。
《
相
談
受
付

は
、毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日
、午
前

十
時
～
午
後
四
時
》

表―Ⅰ　表 示

● 家庭用品品質表示法改正に従がい、- 1%～+3%の範囲を適当とした。

● 寸法のみ全点数74点( 37銘柄× 2点) を測定し
た結果を示している。

表―Ⅱ　表示収縮率と家庭洗たく( 10回) による収縮率の比較

夏の夜の名物

花火大会復活
区
観
光
協
会
で
は
、
一
咋
年
よ

り
区
民
納
涼
大
会
と
し
て
、夏
祭

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
夏

か
ら
、名
称
も
「
足
立
の
花
火
大

会
」と
改
め
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
実
行
委
員
会
も
股
置

さ
れ
、計
画
も
決
ま
り
、
鬨
催
日

に
む
か
っ
て
着
々
と
準
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

追
っ
て
「
区
の
お
知
ら
せ
」
等
で

ご
案
内
し
ま
す
。
当
日
は
ぜ
ひ
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。

日
時
　
(

月
四
日
(
土
)
午
後
七

時
三
十
分
～
九
時

※
雨
天
の
場
合
は
、五
貝

日
)
、

十
一
日
(
土
)

、
十
二
日
(
日
)

に
順
延

場
所
　

荒
川
河
川
敷
右
岸
(
千
住

新
橋
～
西
新
井
構
間
)

問
合
せ
先
　

経
済
課
内
「
足
立
の

花
火
」
実
行
委
員
会
事
務
局

募
集
し
ま
す

申
請
「
青
年
教
室
」

あ
な
た
の
サ
ー
ク
ル
が
中
心
に
な

っ
て
「青
年
教
室
」を
開
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

「
青
年
教
室

」
は
、
あ
な
た
の
サ

ー
ク
ル
と
あ
な
た
の
地
域
の
青
年
が

い
っ
し
″
に
な
っ
て
、
レ
ク
リ
ェ
ー

ジ
'
ン
活
動
や
学
習
活
動
な
ど
を
計

画
し
、
地
域
の
人
々
の
協
力
を
受
け

な
が
ら
実
施
す
る
も
の
で
す
。

開
設
期
間
　
九
月～
十
一
月
を
通
じ

て
七
日
間

対
象
　
区
内
の
青
年
サ
ー
ク
ル
、
ま

た
は
、こ
れ
か
ら
団
体
を
作
ろ
う

と
す
る
青
年
の
グ
ル
ー
プ

構
成
人
員
　
十
五
名
～
五
十
名

学
習
内
容
　
団
体
の
希
望
す
る
内
容

申
込
・
問
合
せ
先
　

青
少
年
係

特
別
区
職
員
・

区

職

員

■
短
大
卒
・
高
校
卒
程
度
(
特
別
区
)

職
種
・
試
験
区
分
・
採
用
予
定
数
・

受
験
資
格
等
　
左
表
の
と
お
り

第
一
次
試
験
日
　
十
月
十
四
日
(
日
)

申
込
書
類
の
交
付
場
所
　
▽
区
役
所

人
事
係
　
▽
特
別
区
人
事
委
員
会

事
務
局
任
用
課

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
役
所
人
事
係
(

持
参
受
付
の
み
)

、
特
別
区
人

事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
(
〒
Ⅲ

千
代
田
区
九
段
北
一
一

一
-
四

東
京
区
政
会
館
内
　
　

二
六
五
-

○
六
七
一
)

■
大
学
卒
程
度
(
保
健
婦
)

採
用
予
定
数
　

五
十
名

受
験
資
格
　
保
健
婦
免
杵
を
有
す
る

者
、
ま
た
は
免
許
取
得
見
込
の
者

申
込
期
限
　
十
月
十
二
日
(
持
参
の

場
合
)

第
一
次
試
験
日
　
十
月
十
四
日
(
日
)

◎
く
わ
し
く
は
、区
役
所
人
事
係
、

ま
た
は
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
診
療
放
射
線
技
師
(
区
)

募
集
人
員
　

一
名

受
験
資
格
　
診
療
放
射
線
技
師
免
許

を
有
し

、
澳
三
十
五
歳
未
嗣
の
方

申
込
方
法
　
履
歴
書
一
通
を
、区
役

所
人
事
係
(
〒
1
2
0千
住
一
-
五
〇
)

に
提
出
す
る

申
込
期
限
　

七
月
十
四
日
(
当
日
消

印
有
効
)

問
合
せ
先
　
区
役
所
人
事
係

職種、試験区分、採用予定数および受験資格

申込方法および期間 明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
選
挙
管

理
委
員
会
で
は
、「
明
る
い
選
挙
」
啓

発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

資
格
　
区
内
在
住
の
小
・
中
学
生

規
格
　
タ
テ
五
十
五
c
m
×
ヨ
コ
四
十
c
m

、
色
彩
は
自
由
、
作
品
の
裏
右

下
に
学
校
名
、
学
年
、氏
名
(
ふ

り
が
な
)
、
性
別
記
入
の
こ
と

内
容
　
明
る
い
選
挙
を
お
し
す
す
め

る
こ
と
を
表
わ
す
も
の

賞
　
入
選
者
(
小
・
中
学
校
別
)
に

賞
状
と
記
念
品
を
、
応
募
者
全
貝

に
参
加
配
念
品
を
贈
り
ま
す
。

応
募
期
限
　
九
月
十
(
日

応
募
・
問
合
せ
先
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局

建
設
工
事
施
工

統
計
調
査

建
設
省
で
は
、
昭
和
三
十
年
か

ら
毎
年
全
国
の
建
設
事
業
所
(
吟

可

、登
録
、資
本
金
別
に
よ
り
各
抽

出
率
に
基
づ
き
抽
出
さ
れ
た
事
業

所
)

を
対
象
に
、
建
設
工
事
施
工

統
計
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

区
で
も
、
こ
の
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
、
す
で
に
対
象
事

業
所
あ
て
、
調
査
票
を
送
付
し
ま

し
た
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
十
分

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
　
統
計
係

心
身
陣
害
者
(
児
)
の
方
へ

無
料
な
ん
で
も

相
談
室
を
開

催

都
お
よ
び
区
で
は
、心
身
に
陣

害
の
あ
る
方
を
対
象
に
、無
料
な

ん
で
も
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
、
知
恵
遅
れ

の
方
の
手
帳
や
義
足
な
ど
の
裨
装

具
の
必
要
な
方
は
、
こ
の
機
会
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
障
害
の
等
級
変
更
や
就

職
、
施
設
、
国
民
年
金
、
福
祉
手

当
等
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

日
時
　
七
月
二
十
五
日
(
水
)
午

後
一
時
～
三
時

場
所
　
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
(
竹
の

塚
ニ
ー
ニ
五
-
一
七
、
教
育
セ

ン
タ
ー
隣
)

持
参
す
る
も
の
　
印
か
ん
・
身
体

陣
害
者
手
帳

、
ま
た
は
愛
の
手

帳
主
催
　
都
心
身
障
書
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
都
台
東
児
童
相
談
所
、

足
立
区
、
区
社
会
福
祉
協
曦
会

問
合
せ
先
　
各
福
祉
事
務
所

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、将
来
年
金
を
受
給

す
る
と
き
に
不
利
に
な
る
だ
け
で

な
く
、年
金
が
受
給
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
四
月
・
五
月
・

六
月
分
の
保
険
料
は
、
七
月
三
十

一
日
を
過
ぎ
る
と
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
納
め
忘
れ
の
保
険

料
は
、す
ぐ
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、納
付
書
が
お
手
も
と
に

な
い
方
は
、再
発
行
し
ま
す
の
で
、

年
金
課
検
認
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

保
険
料
額
　
昭
和
五
十
二
年
四
月

か
ら
昭
和
五
十
三
年
三
月
ま
で

は
、一
か
月
二
千
二
百
円
、昭

和
五
十
三
年
四
月
か
ら
昭
和
五

十
四
年
三
月
ま
で
は
、
一
か
月

二
千
七
百
三
十
円
で
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課
検
認
係

ご
参
加
く
だ
さ
い

区
民
水
泳
教
室

初
心
者
お
よ
ぴ
中
級
者
を
対
象

に
、
次
の
と
お
り
水
泳
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

目
時
　
(
月
一
日
(
水
)
～
六
日

(
月
)
　
(
た
だ
し
、
五
日
は
除

く
)
午
後
六
時
三
十
分
～
(
時

三
十
分

場
所
　
区
体
育
館
プ
ー
ル
(
中
央

本
町
一
-
一
七
上

一
)

対
象
　
区
内
に
在
住
・
在
勤
で
膺

十
六
歳
以
上
の
方

定
員
　
百
名
(
先
一
順
)

講
師
　
区
水
泳
連
盟
指
導
貝

受
講
料
　
千
五
百
円

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
連
絡

先
お
よ
ぴ
水
泳
希
望
と
記
入
の

う
え
、
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
水
泳
連
盟
(

〒
1
2
3業
原
四
-
一
(
-

七
　

(
九
六
丿
五
一
一
一
)

《
ご
注
意
》
受
講
に
際
し
て
は
、

水
着
、
水
泳
帽
子

、健
康
保
険
証
、

健
康
診
断
一
(

一
か
月
以
内
の
も

の
)

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

無
担
保
・

無
保
証
人
融
資

融
資
対
象
　
都
内
(
二
十
三
区
内
)

で
一
年
以
上
営
業
し
、
従
業
員

が
二
十
名
以
下
(
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
で
は
五
名
以
下
)

の
事

業
者

融
資
限
度
　
▼
設
備
資
金
…
三
百

万
円
以
内
　
▼
連
転
資
金
・
・
・
二

百
五
十
万
円
以
内

融
資
期
間
　
▼
設
備
賢
金
・・・
四
年

以
内
(
す
え
お
き
六
か
月
を
含

ひ
)

▼
運
転
賢
金
…
二
年
六
か
月
以

内
(
す
え
お
き
三
か
月
を
含
む
)

金
利
　
年
利
六
・
八
%

※
担
保
・
保
証
人
は
不
要

問
合
せ
先
　
東
京
商
工
会
議
所
足

立
支
部
　
　
(
(

一
一

九
二
〇

〇
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昭和53年度足立区財政状況( 下半期) の公表から

財源を効率的に執行
本区財政の実態を区民の皆さんに正しく理解していただき、より一層のご協

力をお願いするために財政状況の公表を行なっています。今回は、昭和53年10
月1 日から昭和54年3 月31日まで( 昭和53年度下半期) の財政状況をお知らせ
します。

この 施設の建設費は年金 積立金還 元融資 による
もので す。こ の 他、 還元 融資 施設とし て

、
す わぎ

保 育園、 梅田 児 童館・ 老人 館があ り ま す。

昭和53年度予算の執行状況
□ 一般会計
昭和53年度予算は、前回公表しましたと

おり、区政五本の柱を堅持しつつ、特に「福

祉施設を中心とする公共施設の建設促進」、
「青少年健全育成の積極的推進」を重点に

積極予算を編成し、昭和53年9月30日現在

740億7, 818万円を計上し執行してきまし
た。その後、下半期に入りまして4回にわ

たり予算の補正を行ない、昭和54年3月31

日現在の最終予算額は804億1, 065万円で、
前年同期にくらべ91億934万円増加し、12. 8

%の伸びとなっています。

下半期の補正予算の歳出について簡単に

ご説明しますと。次のとおりです。
◎ 補正予算第1号( 昭和53年10月13日議決)

… … … … 36億5, 207万円
◎ 補正予算第2号( 昭和53年12月8日議決)

……… … 8 億1, 751万円

◎ 補正予算第3号( 昭和54年3月10日議決)
……… … 15 億6, 988万円

◎ 補正予算第4号( 昭和54年3月31日専決)

… … … … 2億9, 302万円
〔主な内容〕 本庁舎増改築工事費等の追

加/ 開発公社業務委託費の追加/ 公共施設

建設資金積立金の迫加/ 統一地方選挙費/
難病思者福祉手当の追加/ 老人ホーム措置

費の減/ 老人医療費助成費の減/ 心身障害

者福祉手当の減/ 竹の塚センター管理運営
費/ 老人会館管理運営費/ 竹の塚センター
エ事費等の追加/ 老人館用地購入/ 老人館

・児童館建設( 設計委託等) / 保育室運営

委託費の追加/ 児童手当の減/ 児童の保育
委託費の減/ 学童保育室建設/ 保育園建設(

設計委託) / 生活保護扶助費の追加/ 被

生活保護世帯に対震性石油ストーブ支給/
中小企業倒産防止共済制度掛金貸付金/ 小

売市場管理運営費/ 交通安全施設整備費の

追加/ 防災活動拠点用地購入/ 麻しん予防

接種費/ 結核予防 費の追加/ 公害健康被害
補償事業費の追加/ 休日診療( 準夜間) 事

業費の追加/ 道路橋梁新設改良費の追加/
公共溝渠改良費の追加/ 排水場建設費の減/

公園・児童遊園用地購入/ 教育扶助費の

減/ 小・中学校用地購入/ 私立幼稚園等園
児保護者負担軽減費の追加/ 公私立幼稚園

就園奨励費の追加/ 総合スポーツセンター

庭球場造成費/ 中央本町運動場( 仮称) 造
成費の減/ 特別区憤元利償還金等の追加/

特別職および職員給与費の追加

次に、この予算の執行状況をみますと、
予算現額807億6, 917万3 千円( 昭和52年度

継続費逓次繰越額3億5, 852万3千円 を含む)

に対し、歳入で706億3, 682万1千円が収 入さ

れ、収入率87. 5% 、歳出では687億7, 601万1
千円、85. 2% 支出しています。

科目別収支状況は、表1、表2、図1の
とおりです。

表- 1
昭和53年度一般会計歳入予算執行状況

54. 3. 31現在

表- 2
昭和53年度一般会計歳出予算執行状況

54. 3. 31現在

図- 1　昭和53年度一般会計予算執行状況　54. 3. 31現在
〔歳入〕

〔歳出〕

□ 国民健康保険特別会計

昭和53年9月30日現在の予算額は、135億

5, 098万円でしたが、下半期に療養給付費
を中心とする補正を2回行ない、昭和54年

3月31日現在144億2, 450万円で、前年同期
にくらべ23億4, 789万円の増、19. 4%の伸び

となっています。
この予算の執行状況は、予 算現額144億2, 450
万2千円に対し、歳入で135億7, 501万4

千円が収入され、収入率94. 1% 、歳出で117

億2, 776万2 千円、81. 3%が支出されて

おり、科目別収入、支出の状況は、図2 の
とおりです。

図- 2
昭和53年度国民健康保険

特別会計予算執行状況　54. 3. 31現在

( 注) ( 　) は予算現額に対する収入率、支出率

□ 用地特別会計
昭和53年9月30日現在の予算額は、2億

50万円でしたが、下半期に1 回補正を行な

い、昭和54年3 月31日現在1 億8, 785万円
で、前年同期にくらべ1, 220万円、6. 1%の

減となっています。

この予算の執行状況は、1 億8, 783万9
千円が収入され、収入率100. 0% 、支出額は1

億4, 171万5千円、支出率75. 4% となってい

ます。

区民負担、区民サービスの推移
昭和54年3 月31日現在の特別区民税の区

民負担額および区民サービスの推移は、図3

、図4 のとおりです。
図- 3　区民税負担のうつりかわり

( 注) 3月末日現在の区民税調定額を、賦課期日( 1月1日) 現在

の足立区世帯人口調による世帯・人口数で除したものである。

図- 4　区民サービスのうつりかわり

( 注) 一般会計最終予算額を、翌年度4月1日現在の足立区世幣
人口調による世帯・人口数で除したものである。

財産、公債および一時借入金

□ 区有財産

区ではいろいろな仕事をしていくのに必

要な庁舎のほか、学校・保育園・体育館・
福祉センター・保健所・公園などの土地・

建物および株券や基金などの財産を所有し

ています。その内訳は表3 のとおりです。
表- 3　区有財産の現況　54. 3. 31 現在

□ 公債

昭和54年3 月31日現在における区債の総

額は、172億8, 243万9 千円で、その内訳は
次のとおりです。

民生債　　　　　26億3, 871万1千円

環境衛生債　　　5億9, 921万1千円

土木債　　　　　34億7, 336万0千円

教育債　　　　　105億7, 115万7千円
□ 一時借入金

支払資金に一時的不足が見込まれる時、

年度内返済を条件に、市中銀行などから借
り入れる資金で、昭和53年度は借り入れの

実績はありません。
繰 越 予 算 の 執 行 状 況

昭和52年度予算のうち、昭和53年度に繰
り越された予算は、6事業9 億1, 731万6 千

円で、その執行状況は表4 、表5 のとおり

です。
表- 4　昭和52年度繰越明許費執行状況

54. 3. 31現在

表- 5　昭和52年度事故繰越額執行状況
54. 3. 31現在

東京都執行委任予算
この予算は、都の事務事業の一部を、都
知事から区が委任を受けて執行しているも

ので、そのおもなものは、区立小・中学校

教職員の給与費、失業対策事業費、医療助
成費で、昭和54年3 月31日現在の執行委任

額および執行状況は、表6 のとおりです。

表- 6　執行委任額および執行状況
54. 3. 31現在
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0


